


































































































































































表 1　【ボランティア】2018 年度、主な参加ボランティア先　30名（履修登録 30 名）
















第 2 に、ボランティアの活動時間である。活動内容にかかわらず現在は 40 時間としているが、
他大学を見ると、単位認定するための活動時間は、80 時間など現代政策学部よりも長時間の大学
が目立つ。4 月から講義がはじまるため、募集活動を行うと実際にボランティア開始は早くても
5 月後半となり、そこから 1 月くらいまでの間に 40 時間のボランティア活動をしなくてはなら
ない。単位認定は 1 月終わりになるため、ボランティア活動の時期として 4 月、5 月、2 月、3 月








































「地域ボランティア論」を履修している学生に、オリエンテーション後の 2 回目（4 月の初め）
の授業と 15 回目（7 月の最終）の授業時に次ページのアンケート調査を行った。アンケート調







なお、「地域ボランティア論」は、前期 15 回 2 単位の授業であり、受講は 1 年生から 4 年生ま























 2 4 月18日 webclass 説明　ボランティア・市民活動について考えよう！
 3 4 月25日 知的障害の理解・コミュニケーションについて学ぶ























問いは 5 択になっている・「とてもそう思う　6 ポイント」・「そう思う　5 ポイント」・「少しそ








































設　問 A/47 B/47 A/47-B/47 A/23 B/23 A/23-B/23 2018-2019
⑲私が積極的に地域に働きかけることで、その地域を少
しでも変えることができると思う
4.11 3.85 0.26 3.91 4.52 －0.61 －0.86
㉑地域の一員であることを意識しながら、日常生活を送
るつもりである
4.34 4.04 0.30 4.09 4.57 －0.48 －0.78
⑮自分は色々な良い素質を持っている 3.85 3.60 0.26 3.39 3.70 －0.30 －0.56
⑨意見の対立による不和に適切に対処できる 4.21 4.23 －0.02 3.83 4.35 －0.52 －0.50




4.15 3.94 0.21 4.09 4.35 －0.26 －0.47
⑧人間関係を良好な状態に維持するように心がけている 4.83 4.62 0.21 4.83 5.04 －0.22 －0.43
②新しいことに挑戦する自信がある 4.19 4.34 －0.15 4.00 4.57 －0.57 －0.42
⑭自分に対して肯定的である 3.91 3.87 0.04 3.48 3.78 －0.30 －0.35
⑫自分で学んでいく楽しさを知っている 4.28 4.11 0.17 4.26 4.43 －0.17 －0.34
⑪相手の意見や立場を尊重できる 4.70 4.51 0.19 4.65 4.78 －0.13 －0.32
⑥自分自身について深く理解している 4.28 4.26 0.02 3.96 4.22 －0.26 －0.28
⑱私は、地域の改善に貢献することができると思う 3.96 3.89 0.06 4.26 4.48 －0.22 －0.28
⑤問題解決スキルがある 4.09 4.09 0.00 3.78 4.04 －0.26 －0.26
⑩相手の意見や立場に共感することができる 4.70 4.62 0.09 4.61 4.78 －0.17 －0.26
⑯私は地域をよくするための活動に関わっていくつもり
である
4.26 4.21 0.04 4.35 4.52 －0.17 －0.22
⑰地域の一員として、地域を暮らしやすいものにしてい
くことが重要である
4.47 4.34 0.13 4.83 4.91 －0.09 －0.21
③分析スキルがある 3.91 3.94 －0.02 3.78 4.00 －0.22 －0.20
⑦文章表現のスキルがある 3.45 3.70 －0.26 3.00 3.39 －0.39 －0.14
④計画する能力がある 4.06 3.94 0.13 4.00 3.87 0.13 0.00
①チームワークを発揮するスキルがある 4.13 4.45 －0.32 3.87 4.13 －0.26 0.06
㉒全体として、この授業での私の学習は充実していた 4.40 －4.40 5.09 －5.09 －0.68
㉓この授業で学んだことのほとんどは、とても興味深い
ものであった
4.43 －4.43 5.13 －5.13 －0.70
㉔今後、この授業で学んだことを大学での学びに活かし
ていくつもりだ
4.60 －4.60 5.13 －5.13 －0.53
㉕私はこの授業を通じて、人間的に成長することができた 4.74 －4.74 5.17 －5.17 －0.43
㉖この授業を通して新しい知識を得た 4.91 －4.91 5.22 －5.22 －0.30
㉗自分の興味関心が広がった 4.64 －4.64 4.78 －4.78 －0.14
㉘現場での活動を通じて、今まで知らなかったことを知
ることができた
4.43 －4.43 5.13 －5.13 －0.70
㉙自分が今後探求していきたいテーマを見つけた 3.98 －3.98 4.26 －4.26 －0.28
㉚専門分野で深めたいテーマを発見した 3.94 －3.94 4.00 －4.00 －0.06
㉛普段の生活の中で学ぼうという姿勢が身についた 4.06 －4.06 4.78 －4.78 －0.72
㉜自分の将来に関わる情報を、普段から、積極的に集め
るようにしている
4.23 －4.23 4.65 －4.65 －0.42
㉝自分が望む人生を送るために、しっかりとした計画を
立てている
4.13 －4.13 4.48 －4.48 －0.35
㉞これからの人生で何をすべきか、具体的な目標を持つ
ようになった
4.13 －4.13 4.43 －4.43 －0.31
4 月と 7 月のアンケート調査の両方を回答した学生の数を有効回答とした。2018 年度の有効回
答は 47、2019 年度の有効回答は 23 となった。回答を全体で集計をして、4 月の回答と 7 月の回
答の差をだした。さらに、2018 年度と 2019 年度の差異をそれぞれ総数で割り、一人当たりの値





























































































（ 1 ）  日本経済新聞社　春秋 2019/4/13 付
（ 2 ）  リクルートワークス研究所「人生 100 年時代のライフキャリア　どう変わる？21 世紀のライフキャ
リア・デザイン」2018
（ 3 ）  明治大学政治経済学部では、学部が認定する機関（公共部門、民間部門、NPO など）でのボラン
ティア活動に参加（https://www.meiji.ac.jp/seikei/project/volunteer/volunteer.html　2019 年 8 月）
現代政策学部よりも多い 80 時間であり、政治経済学部インターンシップ委員会が担当している。
学生のボランティア体験における変容 71
  　早稲田大学文化構想学部では 45 時間以上のボランティアとあり、（https://www.waseda.jp/flas/
cms/students/registration/#anc_43　2019 年 8 月）活動報告書や翌年に単位認定となっている。
（ 4 ）  日本経済新聞（ボランティアで単位認定　文科省、全大学に要請　被災地支援に後押し　2011/4/5
付）
（ 5 ）  http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpad199501/hpad199501_2_100.html
（ 6 ）  平野幸子、河島京美『ボランティアセンターにおけるボランティアコーディネーションの実践上の
課題― 個人のボランティア募集希望者への対応に関する一考察― 参考文献』研究所年報（36）、
43-56、明治学院大学社会学部付属研究所、2006
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